
去る10月14日に平成28年第一回臨時会

が招集され、正副議長や各常任委員会の委

員・正副委員長、その他の組織（高座清掃

施設組合議会議員や社会福祉協議会監事な

ど）の人選が行われました。

私は、一期目に引き続いて、今期の最初

の年度も企画総務常任委員会の委員を希望

しておりましたが、希望通りに決定し、さ

らに委員長を拝命いたしました。

市役所内の機構改革が本年4月より実施さ

れ、これまでの4つの常任委員会から3つに

統合されましたが、企画総務常任委員会で

は「企画財政部」「総務部」「監査委員会」

「選挙管理委員会」や「などに加え、新た

に創設された「市長室」が所管する危機管

理や市政戦略、渉外などの事業を所管する

委員会で、とりわけ国や県の交付金･補助金

を精査することから、市政全般に亘る非常

に重要な内容を扱うことになりますが、兵

（つわもの）揃いの委員会なので、気を引

き締めてスムーズな委員会運営に取り組ん

で参りたいと思います。

新たな議長には私が所属する会派『自民

党・いさま』から京免康彦先輩が選出され、

新たな副議長は公明党の上沢本尚議員が二

年続けて選出されましたが、正副議長は選

挙で選ばれましたが、それぞれの選挙では

白票が2票ずつ投じられ、議長選は残りの2

0名が京免議員を、副議長選では19名が上

沢議員を指名し選出されました。

その他、議会から選出される監査委員に

は9月まで議長を務めた、会派の先輩である

伊田雅彦議員が選出され、民生教育常任委

員長や議会運営委員長を含めて、同一会派

議員にて要職を務める事になりました。

市当局と連携して、市政を前へと推し進

めてまいりたいと思います。

地方議会には、自治体の事務全体を適宜

区分けし、それらの部門ごとの議案・事務

を調査したり、付託を受けた条例や住民か

ら提出された請願などを審査したりするた

めの「常任委員会」と、会議日程や質問者

の順序など、議会の円滑な運営を目的とし

て設置される「議会運営委員会」（議運と

略されます）、さらに議会が特に必要があ

ると認めた事案・事件を審査するために設

置される「特別委員会」の三つの委員会が

存在します。

座間市議会では、基地が所在する自治体

として「基地対策特別委員会」がこれまで

設置されておりましたが、今期は設置につ

いて継続して協議する事になりました。

と言うのも委員長就任について、会派に

属さない議員が固執し調整が付かなかった

からです。

座間市議会会議規則では本来、正副委員

長は委員による互選で決すると定められて

いますが、スムーズな議会運営を目指し、

事前に「議運」や「会派代表者会議」で調

整が図られて来ましたが、今回の会派代表

者会議では、会派に属さない議員の強引な

主張によって調整がつかず、さらには会議

規則に沿った委員互選による委員長選出に

ついても反対をなさるというわがまま三昧

によって、設置について議運にて継続協議

する事となりました。

私は、会派を代表して基地対策特委の委

員就任を予定しておりましたので、今後の

動向を注視して参りたいと思います。
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新・正副議長など役員が決定

わがままもあるのが議会です


